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1.はじめに  

 残響時間の長い音環境下や雑音の多い音環境

下でのアナウンス音声は、残響音や雑音の影響

を受けて明瞭度が大きく低下することが知られて

いる。また、オペラ歌手や NHK アナウンサーなど

遠くまで明瞭に聞こえる音声は 3~4kHz の音声エ

ネルギーが高くなる傾向が見られ、シンギングフォ

ルマントと呼ばれている。さらに、車掌の独特な発

話でも同様の音響特性を持っているという報告も

ある。 
 そこで、本研究では、残響環境下や雑音環境下

で 3~4kHz の音声エネルギーを高くすることがアナ

ウンス音声の明瞭度改善につながるのかについて

聴取実験により検討することを目的とした。 
 

2.聴取実験 

2.1 刺激材料 
 女性アナウンサーが約 320 モーラ/分で読み上

げた 2 文からなる文章を用意し、これを残響や雑

音を付加させずに行った聴取実験で 80%以上の

意味理解度が得られた 24 文章を刺激材料とした。 
 さらに、残響時間が 4.9s でマルチエコーなどが

生じていない空間のインパルス応答に指数関数

を乗じて 500Hz 帯域の残響時間を 2s, 3s, 4s, 5s
に変更したインパルス応答と刺激材料の 2,500～

4,000Hz 帯域を 0dB、3dB、6dB、9dB に強調した

ものおよび、マルチトーカノイズを用意した。 
 

2.2 実験用刺激 

 聴取実験に使用した実験用刺激は、インパルス

応答に周波数強調した刺激材料を畳み込んだもの

と周波数強調した刺激材料と聴覚的に同一レベル

にマルチトーカノイズを重畳させたものおよび、マ

ルチトーカノイズを 3dB 低下させて重畳させたもの

の 3 種類とした。 
 

2.3 実験方法 

 実験用刺激を静かな部屋で被験者前方に設置

したスピーカから至適レベル(約 70dB(A))で約 30
秒間隔ごとに提示し、実験用刺激ごとに第 1 文、

第 2 文に関する簡単な質問と 4 段階の聞き取りに

くさの調査を行った。 
 被験者は聴力が健康な 20 代男女とし、残響時

間に関する実験では 21 名、雑音環境に関する実

験では 20 名とした。 
 

3.実験結果 
 残響環境下での聴取実験結果から、全ての残響

条件において周波数強調をしない実験用刺激と

3dB、6dB、9dB の周波数強調をした実験用刺激間

に正答率の差は見られなかった。しかし、図 1 に誤

差範囲と共に示す聞き取りにくさの評価値は、どの

残響時間でも帯域強調レベルを大きくするほど低下

し、聞き取りにくくはないと評価する傾向が見られた。 
 次に、雑音環境下での聴取実験結果を誤差範囲と

共に図 2 に示す。図 2 に示すように刺激材料と聴覚

的に同一レベルのマルチトーカノイズを重畳した条

件では、3dB 帯域強調した実験刺激が有意な差はな

いものの最も高い正答率となり、聞き取りにくさの評

価値は最も低くなった。さらに、刺激材料の音圧レベ

ルよりもマルチトーカノイズを 3dB 低下させて重畳し

た条件では、周波数強調しない実験刺激が最も高い

正答率を示した。また、この時の聞き取りにくさの評

価値は、どの帯域強調レベルでもほぼ同一であった。 

 
 

図 1 聞き取りにくさの評価値 
 

 
図 2 帯域強調レベルごとの正答率 

 
4.まとめ 

 実験結果より、残響環境下では正答率は変化し

ないものの 3~6dB 程度周波数強調した方が聞き取

りやすくなると考えられた。また、雑音環境下でも雑

音レベルが小さい場合は帯域強調による聞き取り

やすさの改善は見られないが、雑音と音声とのレベ

ル差がほとんど無いような場合は、3dB 程度周波数

強調した方が聞き取りやすくなることが考えられた。 
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